
会長あいさつ 吉

( 信(l' 淳来由ノ ･･j:

本/ ;度 よ り2年l H､千･lJ 物牡研究所)ll･ t :出会良の

VUV IS .)輝度光源利川井懇談会後を受けて､XFIJ

Ŷ･･(くことになりましたO放射光のヘの会長の任に 

が席代会長を務めて来られましたがビーユーザー

Hである私にお鉢がまわってきたの､普通の利用

れかもしj JtませんOユーザー代表としも､時代の流

張 りますので､よろしくお願い て精一一杯頑

) 005 いたします｡且い起こせば､2 年の晩秋に東

トステーション構想を⊥な論点とす大放射光アウ

グループが学 内に紬成され､アウ トるワーキング

の典休案と放射光辿批機構の枠組みステーション

侃々帯々と議論する場にl !琵己役とし作 りについて

ことが､深 く関わるきっかけでしたて居合わせた

イエ ンス (実験室的な表血潮･学 )に｡スモールサ

にとって､F 二 ;;iJJk 軸足をおく私r鰍の建, 3L を必要 とす

ビーユーザー間で交わされる熱い議る放射光のヘ

続であ りましたが､最終的には落ち論は驚きの連

ろに落ち着いた様に止しえますOその着 くべきとこ

ションは今や SPring-8の BLO7LSUアウ トステー

ですi3つのエ ンドステーション､ として建設中_

ノピームー･占分解能光電 /･分光 (尾嶋すなわち､ナ

プ)､生休物質軟 X線発光/分光 (辛､組頭グルー

プ) 射f り ( ､原田グルー､日-分解軟 X線分光 仙崎､松 r 

も粛々と準備さjtてお り､来車度の後半lげ ループ)

輝度放射光を利川 した実験がスター には超F 77

しとな トできる見通

っています｡ P-ll-このような状況を受けて､S lig

i･ 8の東大アウトステーションにおける )-同利用体制を早急

後期からビームの利用が可能になり 平成 21年度

くとも来年の 1月Lhまでにその利用 ますので､遅'

必要があります｡VUV･S X高輝度形態を固める

談会は､ユーザーの立場からアウ ト光源利用者懇

の共同利用体制の構築に横越的に関ステーション

す｡そのために､元利用者懇談会会わって参 りま

'&先生に計画委日長をお引き受けい長である大門 

キンググループを立ち とげ議論 してただき､ワー

になりましたO世非 ･の軟X線高輝いただくこと

ンにおいて ｢共同利用｣実験が実施度ビームライ

することは､S uperSOR計画に関わっできるように

SXユーザーに対する義務であ り､ たVUV･ 

術的資産をコミュニティに還元する蓄栢 された学ことになると

思いますOuprOR砧輝度光源で計画元々S eS

ームラインは 1 pig8されていたビ0教本であり､s rn-の B 

の 1本で充足することはで きませ LO7LSU

BLO7LSUか ら素 l晴らしい成果が続んが､ まずは 

新たな研究を誘写臣するような状況に 々と生 まれ､

まれます｡VUV･S Xコミュニティなることが望

Srn-だけでなくP ORⅠⅠーとしては､Pig8 Fや UVS -

の特徴を活か した輔構築 ･高度化をなどのリング

着々と実現 していくことも必要になってくるでしょ

に構 -∫-築することが必要になってきました｡



l･･はコミュニティの尖力･

あ ります｡利用者懇談会の会長 として､VUV ･ くお願いいたします｡ 

SX放射光を利用 した科学の発展のために尽ノ JL

/r' 底力が試される時でも たいと思います｡皆様の御指導 ･御願蛙をよろし
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東京大学物質科学ビームライン計画の進捗

尾 嶋 正 治 ( 1 ･=' i､仙 )牛人学院エ; ;, l如 ; 人;;')仙 北辿挽研究機構I (( :系研究 f)

来素人学は総括室直 腔の時限プロジェク ト (10

年F''J 06咋5)")として 20 目 口に放射光連携桝究機

構を開設 し､物 'f ‖と/-命科学部門を両輪E科学部I J ド.

として放射光利川棚究を推進することとなりまし

た.具体r JJには､物質科学部I .J T')' lでは最高h _= i要の軟 

X線ビームラインを新 しく建設 し､物質科学､ナ

ノテクノロジーの分野で車越 した成果を山し､技

術の発展､若手の育成をはかるとともに､ ナノビ

ーム､時間構造､コヒー レンスなどを利)Hする次

世代研究の芽 を育てることをね らいとしていま

す.一方､生命科学部門においては構造生物学研

究室を設燈 して迅速なタンパク質構造解析を可能

にすることで､生命科学における突出した成果を 蛙

世非に向けて発信することを目的としています｡

そのため､生命科学部門に3名の学内ポス トをつ

け､現在豊島生命科学部門長のもとで深井准教授､

山形助教､三村助教が構造生物学研究零を担って

います｡

物質科学部門はこれまで物性研が担 って きた

｢VUV/SX全国共同利用｣を引 く継 ぐため､物性

研がF T7心になって計画を立案 しています｡2 006年 

10月の東京大学研究科長 ･所長会議で ｢東京大学

放射光アウ トステーション物質科学 ビームライン

計画｣が承認され､東大の学内措置としてビーム

ラインの建設を行うことが決まりました｡それを

受けて SPring-8でのビームライン建設の設置計画

趣意書を提出し､2 007年 3月に承認され､さらに

｢東京大学物質科学アウ トステーションビームラ

イン設置実行計画｣を提出しました｡其体的な建

設計両は物 f J'i科学部門長の柿崎先生が詳 しく説明

されますが､2 7m長直線部 (BLO7LSU)に軟 X線

領域の高輝度放射光を発生するアンジュレータ､

および高輝度軟 X勅封二対応 したビームラインと高

分解能分光光学系を建設 ･整備 し､高いエネルギ

ーおよび空間分脈能で先端的放射光利川実験を行

う実験裳に1を設置 して物質科学桝究の飛躍的な進



本計I llf 整備す る I: :All_能のア ンジTで建設 ･ H渥品 ･ . :

ュ レー タとそれを最大 lSl津川いり '能にす るビームラ

イン､分光光学系および先, 3(拙く 'ミ-一 J)験設備が､多様

な物質l rAを研究対象 とする物質科学研究の分野で(:

lll=･糾 lJlr y待 してJr くI)･究拠点の-つになることを強 く ll

います｡ 東京人学放射光辿鵜研究機構 は 2010年秋 

(未定)に 5年間の中川評価 を受けますが､継続す

るためにはこの SPring-8軟X線 ビームラインでさ

すが と思われるような成火 (の端緒)を挙げる必

製があ りますOつ まり､ ビームライン完 成後o )約 

1年間が大 きなヤマだと想っていますo引 き続 き､

みなさまのご協力 とご支援 をお願いいた します｡ 

p,rJ S__ °一｡JF_F_ SSSFp_ J __P_ 555535Sp JS!_ p 〇 SSS555SSJ｡〇〇〇〇SJ __ 55J F5555, SSS 55J _S〇〇〇〇 -, JSS

物質科学ビームラインの整備状況

柿 崎 明 人 ( J 抑 究機構 ･ Jr刺 i ̂学放射光捌i 物件研究 F')

東京大学では､2 O) l' =こ総長直轄の組織 と(61･･5)

して物 Jfl科学 部門､生命利学部門の2部r .Ji '=か らな

る放射光連携1 1)究機構 をEu 設の I,摘1l ) '設 し､既存施 ■

度放射 光を利川 して先端的研究の展l jHを H指 して

いるし物i ii' "では､S rn-の長直線部に科学部｢1 Pig8

一班渥最高水準 の軟X薪け ンジュ レ一 夕とビームラ

イ ンお よび分 光光学系 の建設 ･整備 を計画 し､ 

2007 ,年度か ら大学の秋n T餅でその建設が始 まっ

た｡ 

SPring-8の30m長直線部に設惟するア ンジュ レ

ー タは､∠ ;,l波が 2(c e 城 をIく )V-2kVの軟 X線研t 5

カバーする水平､J勘LLt";ヒ8の字ア ンジュ レー タ二lI)

を交 I日こお き､7否のバ ンプ磁TTによって偏光切

揮えが可能 となる偏光削御) F..軟X線ア ンジュ レー-I

タであるD 水平仙 光. .I･) l設がI 三,rのi i 11年か ら始 ま り､ 

IILll･ :(2008年6日)アンジュレータ本体が完成 して 

8Gc'LLf叢杭 リングの両線v. 一 に挿入す る準備作部

業中である｡2 009 i偏光; .Eの建設 とバ ン年度に垂L L '''･i

プ磁れによる偏光 L換 え機構の整備が予定 されてJJ
いるO また､2 08 ,0年度の T算でビームラインおよ

び分光光学系の整備 も行われている｡基幹チャン

ネル､分光光学系､光学素子等の発注作業が進行 

LIlで､2 009年 夏の完成を LB指 している. これ らの 

iLt設作業が予定通 り行われれば､アンジュ レー タ

か ら得 られる高輝度放射光を利川 した物質科学研

究が 2009年度にスター トで きると考えているo 

l･: I度軟X線 を利J lする冥仮設備のハ体的な仕.I潤 ( -. J

株 については､物質科学の分野で最先端の



学の動向を踏まえた実験設仰の懲備計 [ 4jが検討さ

れたOその結果､時間/ JT解軟 X線分光実験装退､

生休物質軟 X線発光分光実験装置､ナノ領域光電

子解析実験装置､および'k験設備が接続可能な後

岡鏡システムを優先 して整備することになり､今

年度から射光利用実験設備の錐設 ･塵価が始まっ

H19 1 H20 ■ H21 

ている｡

物質科学ビームラインは､高輝度放射光軟 X糸ま;と

を利用 して最先端の物質科学研究を展開すること

を目指 している｡限られた予筋のF Frで最新のビー

ムライン､実験設備を建設 ･整備 し､それを有効

に利用 して新 しい研究成果を創山するには､全国 

t H22 I H 
の密質科学研究許と

が不接な連携と協力
アンジュレータ(水平偏光)制作 据付 明盤.保守 定常運転(水平傭光) 保守 偏光制御運転23

-

ビームライン. 餐 調 H220分光光学系制作.膿 _9

制作. 整.保守 定常運転 共同二 利用】臭故放射光利用実験投傭 整備 市債実員 =

H2.910

'

l 可欠であるO引き続き､東京人

I
ン-のご支援を学アウ トステーション･物督科学ビームライ

の物

__5,物野村J ,,,,;;ビームラインの地殻スケジュ P〇__F_F____FFFF-JJ_ル__｡___P_________FF,P,,,, いしたい｡ お願図FP2F - _ , ,-- . FF F ____F-_〇〇. ,,｡ -PPPJ_ ______: F P _ FI , F /,,- ___,,J-

S懇談会の活動を振り返って -pJFFJ.この 2年間の VX -P-JF'

辛 埴 (如 く人草

J'7大門尭前会長の後を引き継い 物性(･fjtJ)i)

19年度のVUV ･SX で､平成 18年度と 

をつとめさせていた高輝f iE光源利用者懇談会会長

光源計画が公にll だきました｡当初は､高輝度

建設を目的としてコ止されたばかりで､高輝度光源

展望が開けず､途作 られた懇談会としては今後の

役を引き受けた 方にjBれていました｡私が会長

ときに､太田先生に ｢たまにはみんなのために仕事をし

を覚えています01 たらどうだ｣と言われたの

高輝度光源計由に､'1時､軟 X線のコミュニティは

た(,この状況は､ほほとんど全てを賭けていまし

の分野は疲弊 し諸外ほ10咋以上続き､軟X線分光

匡lに比べ著 しく後れを取っていました｡辛うじて､物'質

分光のみが HiORや S 料学に密着 した光屯子S

た｡そこで､懇 Pring-8で奄捌していまし

ンスを地道なサ談会の役 目を日本の歌X線サイエ

ー トすると決 イエンテブイツクな泊動からスタ

めました｡そのため､まず､会則を変え､懇談会の

｢高輝度放射光利目的を ｢高輝度光源建設｣か ら

用施設の建設協力｣としました｡ここで言 う利用施設という


のは､将来はともかく
現在の所､アウ トステーションのことを



うに感 じました u Lか し､J 0/	 ン計画ではカバーで きなかった分野につ いては､失われた 1J卜を取 り戻

して 川二州 二も適用する最先端の科学 を行 うことの 予 算化 と同n吊こ､s pring-8や PF､UVS OR､ 

方 を優 先 し､以 Fの ようなイり-jEを行 うことに しま iO などの既存の施設 と協力 して軟 X線科学のr'l HSR

Lf=0 発展 を是非はかって欲 しいと思っています｡

甘ク	 ''- 現在懇談会の会員は､約 501. 時I 州 J l//Ht	 1人います. これは､

2. ソフ トマテ リアルの発光分光	 高輝度光源が建設 された場合､カバーすべ き研究

3.ナ ノビーム光電子分光	 徹城の幅広 さを表 しています｡今後はアウ トステ

4. イメージング	 ーション計 Lilを中心に して現状にあった懇談会に

5. 光電 f-顕微鏡 変えてい く必要があると一世います｡ また､今後の

多 くのユーザーの希獣に添 うことがで きなかっ 懇談会の発展にとって､) ･'.利用の概算袈求が認[JJlL

た 射 ま､断腸の思いで したが､これ らの研究領域 め られるか どうかが極めて産要で O書信 現会長

は､明日の軟X線分 光を揮 う 卜で最善の選択 を行 にはた くさんの宿題を戒 して しまいました｡

った と信 じています､ しか し､ これ らの研究分野 走るか どうか不安続 きだったアウ トステー ショ

は [ .り でゞは新 しく､ほ とんど研究昔がいないこと ン計両は､五神先生 を初め とした東大当局の努力

か ら､∫ .手研究許を H心に人材育成 を行 う事か ら や､尾幌先生､柿 崎先生､上田前物性研所長の努: J

始め ざるを得 ませんで した｡ また､ イメージング 力によって､ ここまで進んで きたことは誠に感謝

と光Julh,( 廷係か ら､ まだ､アウ しています｡ 今後はこれを足がか りに して､ 軟X. ･I	 J'徴鏡は､予算のr


トステー ション; .11両の中で も突現o )可能性の見通 線 コ ミュニテ ィが大 きく発展 してい くことを心か


しが立 っていません｡,これ らのアウ トステー ショ ら希望 します｡
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会長 ･幹事選挙結果報告
適準管理委i l 中村典排､松けl 萩､湘 If司会 J lt

会長選挙 

l批l Fミロ :2 008年3) 1811()J)

総投 IJ-数 : o霊r!･ lo

得, ,I枚 :i))票1 ((

結火､

吉信 淳 氏 (来賓 入学物性研究所 教授)が､

会長に決定C

-押■ J.I･選挙 
l礼l 汗l: 201i j8IL(金)

やIj- 件会
: 0873)2

総投 I	 r言 0票
2008りin1 回怜一 書信新

:放 : 16

結果 (50音JtLii)

幹事氏名 所 属 

立命館大学 総合理工学研究機構 SRセ ン

軌倉清 高fl:J'',I;･.'他人 北裾 丘大学触媒剤学研究セ ンター高エ 会戊をt Jqんで

尾崎正治 ター東京大学 大学院 工

両J .･L.I)豪中 ネルギー加速器研究機借 物 Jii一構造秤 羊研究所根京入学 人J判 ; ;It新領域創成 小野淀太 高エ ネル 学系研究科

上野倍姉 千葉入学 人学院 科学研究科ILI然利･J学研究科 太田俊明



鎌田雅夫 佐賀大学 シンクロ トロン光応用研究セン 菅 滋正 大阪大学 人学院 基健二仁学研究科

ター 大門 光 奈良先端科学技術人学院大学

木下 L-1彦高輝度光科学研究セ ンター 福山秀敏 東京製u科人学 理学部

木村昭夫 広島大学 理学部 藤森 浄 東京大学 大学院 理学系研究科

木村頁･- El然科学研究機構 分子科学研究所 聞漸一彦 高エ ネルギー加速器研究機構 物質構造

細説広志 東京大学 大学院 工学系研究科 科学研究所

小杉倍悼 肖無料学研究機構 分 l Tl･科学研究所 宮原恒豊 首都大学 東京都市教養学部 物甥I _学 コー

島江闇 也 広島入学 放射光科学研究セ ンター ス

幸 雄 東京大学 物性研究所 横谷尚睦 岡山大学 自然科学科 

■■′ - ′P--ト′FP■■FPFJFFト F P I′FFFFFFFPJF ′FfFffFFp -■■メ′Ph P ′FFPPFPFFJPPPFFFJPJPト r ■ト . Ft ,′斗-′′′′′′q- 一j ′ ､′ - - - - - 一 - - - - 一 与 一 - ニ■-′′一一一J一 -′一J ′- .■ー - -I■′j■一-可1-′-′ - i ー ′ ′ .′ ′ ′ -d_一一 ′′′ ′一-′ J∫jJ Ji J ..-■一′一 I

VUV･SX高輝度光源利用者懇談会幹事会 (2006年5月)報告 
VUV ISX高輝度光i J(: J =:J,)i,I利月 者懇談会 ! 1l･!..

平成 18f度 第-回VUV･S R光源利用者 8 9年度 会長 ･幹事選挙についてi: - X高郷J ･平成 1､1 

懇威会幹 -P会議事録 ( 8L 柿崎選挙管理委員 東大物性研) よ り､平成 1､ 

19年駿の会滋 ･幹事選挙結果 について報告され､

1. 円時 :平成 18年5月9口(火) 13:00- 16:15 承認 された｡

2.会場:東京大学物性研究所 6階 第 2会議室 ･平成 17年度会計報告

3.出席者 (敬称略) :辛(会長､東大物性研)､雨宮健 例下会計委員長より､平成 17年度の会計報告が行

(恥入 ) 東大) KEK) n(/命､雨宮慶( ､伊藤 ( ､太L ;_ われ､承認 された｡

飾人 )､尾 IIB東大) KEK) SPrllg-) ･施設報害L( ､小野( ､木下( i 8､

木村 (分了･研)､佐藤 (東北工業大)､大門 (奈良北 姉11断軌道放射物性研究施設施設長より､東京大学

端人)､藤森( ､間瀬( ､宮原( r の高輝度光源施設計画 の l■tについて報告 され東大) KEK) r耶人山 +l

京)､柳下 (KEK)､柳 原(東北大)､ 吉信 (東大物 た｡ また､軌 道放射物性研究施設加速器 グルーブ

性研) では､現在､原研 ･KEKが共同開発 している ERL

オブザーバー :上田(求人物性研究所所長)､柿崎 プロシェク トに参加 していることが報告 された｡

(東大物件研) ･東人放射光アウ トステーション計画について

･1.配布資料 東 京大学放射光連携研究機構長の尾嶋氏 より､東

･平成 1 I･ 陣中会議小録 †71:度第二担l 大放射光 アウ トステー ション構想についての裾 l 

･T l. 7年度総会議事録 が打われたく ,;成 1

･平成 1 8､1 9年度会長 ･幹事選挙結果報告吾 ･今後の活動について

･i FI成 1 青書 二J 7年度会計報 ' ､そ して､- ○東庶大学の高輝度光源施設計画の中日

･ ｢高輝度光源施設計 lJJL F止について｣LTの rl 今後の計画 とその進行状況を逐次会員に報告す

･r雅人放射光アウ トステー ション構想について｣ る｡その｣二で会員の意思しの確認 を行ってい くこ

･VUV･ SX高輝度光源利用者懇談会 会則 ･細則 とが 重要である｡ 

5.報 告 ･議事 東京大学の高輝度光源施設計 画の L止 により､○ ll

･講串 に先立 ち､上田東大物性研究所所長か らの 会則の兄的 Lが急務である｡

挨拶があった｡ ○特に､第1時の第 1条､第 2条は､懇談会の ]的

･前回議事録の承認 -胴唯に し､会員相互 の理解 を図る上で非常にを1リ

平成 17年度第二回V UV･ SX高輝度光源利別者懇 並数であるため､今後幹事間で検討 し早急に会

談会幹事会議事録､平成 17年度総会議井録が承認 最に報著することとする ,

された｡ ○ニュース レター No 1.5を発行 し､東京大学の高 
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輝度光源施設計 LTlliの申l r･.､今後の計 l担iの報告､ ○束諒大学の計画の ll止 などの状況により､名簿

懇談会の新会長 ･幹L Jt･の紹介を行うC の改訂を行う必要がある｡

･自由討論 ･委最良避け l

以上の裡Ikを受け､以下のような意比があった｡ 新枠串の中から､平成 18､1 9年度の委員長が､辛

tJ 汁両が中l 会長により指名され､承認された｡


も､新たなアウ トステーション計画に協力して


いけるよう､懇談会を存続すべきであるo 計画委員長 書信 淳 (東大物件研)


O懇談会の立場を明確にするべきであるJ東京大 会計委員長 柳 卜 明 (KEK-PF)

学は利キャンパスの高輝度光源施設建設を Ill止 庶務香山長 尾嶋正治 (東大ユニ )

したが､懇談会としては､アウ トステーション 鋸盤委日長 藤森 淳 (東大新閉域)

計画を情動の中心にしていくべきではないかO 会計監弔 富原恒星 (首都大学東京) 

○東京大学の lL''郎度光淋施設 . 上されて

F′J- ト-′■FA■■■- ----IbF ′Jp′′′Fト●′′′■■■■■■lトト-■■ トトトトトトFFFI FF■■F■′′亡ト - ■■∫∫∫メJ■r ■■■ト ■■I-トトト′′■■■トト -ト■■■′′f■■■■■■FFJ-- _一-J.J′ .′一一一ィヰ一J一J-- l■寸- - 一一一■- - 一一Jj-■■′1斗- 1.-′′′■Jj-- ∫′r′J′J-■一′′′′′′′′′ 一一･′′-- -′■′′I-′ ■′′1jJ-′′-′I 1｣q斗- ′

vuv･ sx高輝度光源利用者懇談会 総会 (2007年 1月)報告 
vU XIJ輝J J; 昨務) )v･S g' h光浪利用者懇談会一 7

､l･ 8 U XIfj ･ f''成 1咋度 vv･S -i榔度光源利用者懇談会 柿崎明人放射光連携機構 ･物f 科学部門長が､

総会議' - た-剛史光源計画の｢コ#鎚 ,# I止とアウトステーション計

=した.1.日時 :平成 19年 1ノ｣1 3口(上) ll:40-12:50 両について説rリJ

2.会場 :広島I Ji日算会談場 B会場 ･辛会長より､今後の懇談会のあり方についての 

日' 5名 委任状は 4 T思案があり､以下のように議論された.3.日詰者 : 2 ( 9姐で総会は成立) ,

･1.配 布質料 : NewsLetter#15 (∋会則の改 l卜

5.報告･議事 高輝度光源計画の中止により､会則の第 1牽第 2

. 目的)の部分を改正する｡改正内容につい･蔵良に尾嶋i F治氏 ( ')を選出した｡ (. 東大 1 条の 

･す'上 ( ては､平成 1年2月2 , L幹事会:垣会長 束人物性桝)が本懇談会の活動の枇 9 3日開催了 定の第二I d


蓑､束人アウ トステーション計画の現状につい にて決定することとする｡


て報告 した｡ ②名簿の改訂


･藤森枠編集委日長(束人新領域)の代理で辛会長 懇談会のE J的を明確にした上で､会員を幕張 し改

が､N cwsLetter#15を発/行したことを報告した｡ 訂する､その際､会班はとらず､学生等若い研究

Il'信浄: ( L!で､尾l 者を含めより多くに呼びかけをする｡

嶋庶務委員長 (放射光辿搬機構長)が､平成ユ8 Q沈 入アウトステーション計画について

年6月2 武ロ l ○研究会等を捌催 し､幅広 く利用研究を募 り､ユ

n･ 計両委員艮 束人物件研)の代 f_

1口､東京大学 ･ _ホールにて開催 し

た東京大学放射光連携研究機構開設シンポジウ ーザーの希望を柘植的に取 り入れる｡

ム (VSX懇談会共催)についての報告を行った O ○共同研究を推進する議論を始める｡今後時間を

( f_ かけて議論をすることにより､共同利用体i iり

L1 I;L'を､宮原恒Li 度えていく必要がある｡ 

･柳下明会計委員長 KEK)の代p !で尾嶋庶教委 lを

-長が会計字i=.･ ･会計 監事が監査報


告を行い､承認された｡


FF■トh P b - , ′PPFO ■FJFFPJ-PF ′F中トト ′Pキトト h ■′Fト ′FFPJ′PPFJF■F■FF Fト ′Plトr IJJFト′′′FFPト′′■F F ′PFPJ~モ ′PFト .j′一斗一一- l′一一一一､■′′■′ _ュ一-′ 1一-1一､ ′i J′J ′ 一･ ′′d- -J･′J､■､l′一--′i､l一q一､l■一■､l′ I一一J.l′′′J一一一一- -′′1一､ ′′-′■､′ ′一 - Jj一､ ′ー ､′一､′jl一一-′j､′一､I′′一･′′,′

vuv･sx高輝度光源利用者懇談会幹事会 (2007年 2月)報告 
VUV･SX高輝度光源利用者懇談会蔀務J Tu 

-城 1 U 1 9年2日2 金) 1:0 1:


第二樹幹I J会.#1 2 6附第2


iI1 8年度 vV･SX高郷岐光源利州者懇談会 .日時 :平成 1 311( 33- 620 

i - 拝録 .会場 :東京大学物性研究所 会議室
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3.山席者( 会iiL 収大物1II)敬称略):辛( ''l日､雨宮催
 

(KEK) KEK) 立命館人) 宅帖(ii一 ○ ビームラインのブランチ化は､
､伊藤 ( ､太田( ､J -l すべ きである｡

人)､小野 ( ､嫌F l佐賀大) S rn-) 資金面の凶輝 きKEK) E( ､木下 (Pig8､ は有るが､マ シンタイムの有効利用のた

本村 (分十研) 人阪) ) ' ､ Ei､ 菅( (､宮原 (自郁大東京) 非美行 めに, JJ

柳下 (KEK) すべ きである〉○アンジュ レー タの仕様 について

オブザーバー :柿崎(東大物性研)､中村(煎大物 ったが､｢ビームライン設置計 種 々の議論があ

性研) 式 に記述 された偏光牲 牲か らの画趣意審｣ に公

委任状 :1通 には､専門家 と利用グループか変更がある場合

4.配布資料 : ープが早期に関係考の意見を聴 らなるサブグル

･平成 18胸 壁総会議t Ji録 服 しなが ら､滞りな く仕様 を確定 して建設 を始 め るべ

･VUV ･S X高輝度光源利用者懇談会会則 

Ispig8塘用 ビームライン設問計画趣憲: 0利用仰究に関わるエ ン ドステー きであrn - 脊 る . 

5.報告 ･議事 グループを作 り､ユーザーの意 ションの各サブ

･平成 18年度総会議T h-･録が承認 された｡ ととする｡以下のサブグループ見 を反映するこ

･辛会長 -か ら会則の改正案が提案 され､第 1章第 次の会員に依頼 し､建設協力チのキ ックオフを

2条が以下の ように変 更されることが承認 され い く ームを形成 して

た｡ こととなった｡f◇光 'i了･

第 2条 ( ◇ 分目的) 軟X線発 ;組頭広志
 

本会は､東京大学が建設する VUV.SX高 ◇光電+批微光 :原IU慈久


輝度放射光 利用施設の建設協力 な らびに 分光 ;木 ｢豊
軟 X線 イメー ジ


の研究計両 に関わるi Ti報交換 の円滑化 そ 
時I rq分解分 ング ;小野寛F


るとともに､会員相互の交流の促進を を図 l 巌
光 ;松 L ]○共同利川体制 については今後 も

放射光科学 の発展 に寄与することを日的図 り､ 議論 を続 けるべきであるD腺炎のサポー トを行い､ 

差別化 を図 JASRIとの

するつ と るべ きであるo･尾帆放射光連携研究機構 長､柿 O懇談会としては､アウ トステー

究機構 ･物質科学部門長 によ り崎放射光連携研 に､軟 X線F ELなど 高 郷配光のション計画以外

､アウ トステー 光源建設の支援 も視野に入れる 利用研究や専ション計画について､詳 しい現状報告が 用

べ きである` ,○名簿の改訂については､総会の決定通 り


た｡ 成 され
･アウ トステーション計画､及び


について以 下のような 今後の活動方針 る
ビームラインの利用計 也につい 遂行す

議論があった｡ 側の希望 をとり入れる研究会等ては､ユーザー○アウ トステーシ ョン計血の利川

に対 して､大学の部局ではない研究や共同研究 るO ( 9年 7) を､至急剛桐現在､平成 1 lに物性研 ~

機構が止1 : 放射 光連携研究 究会の開催 を企 ul 究所餌i JTを持っ q g研

0概算要求の行方 については注意深 く見守 l 卜であるO て行えるのか. ○次 lTTの幹事会は､利用研究 を検l )

終 r後に 討する研究会の

Oくu ってい 東大が ビームライン建設に資金等の協))を して くれる機会は､最大限利用

FトPFI>Of ト- ト■ r- ト トPP■■′■■■■■■JEトP′ トト行うこととする -トト ′･ ′F■■ ′P■′･′J J■ ′ ,■ ■■FFJ P′ J F J′> F■ F■ ′ ■ P ト ト ト ト■P PF ■ ′ I FP■ F ト IIJ ■ ■ , FF FF
l ･I′--′ノj4一一一一jJ一-一一可一-′′J- -一-′I■q､′■′ 一′j ′J ′_11⊥一一､1′J′J′′･FJl ′一′j′一′一一 一i-1･-′′′′′′′′′-′′′′q一-l-∫′一..′′■､一 ′勺′j J′:′1′ F F

VUV･ SX高輝度光源利用者懇談会 幹事会 (200 .I .一 一′_ 

VUV･SX高抑比光7年淋利9J月T1着)懇談会報告 ･ 

9年腔v v･s xl.輝度光源利用者 懇談会 1 平成1 月2 令) 33 ll- l平成 1 U fii .日時 : 9年9 911( 1: 務R 

齢･一山幹 ● Ji会議中録 2.会場 :東京大学物性研究所 0-16:10



3.llH'f一 敬称略):辛 ( i 火大物性桝)､伊藤L;, 会r JJ者 (

(KEK)､尾幌 (米人)､小野 (KEK)､鎌 L [l(佐門人)､

小杉 (分 (研) 虹l ､人F t(- ､佐藤 ( ヒL大) ll奈良先端

人 )､ r11.WiKEK)､It･' 打都大 rl ､柳 下7. ( E原 ( I頭 )L .. i

(KEK)､吉信 (火)く物牡研)

オブザーハ- : 束人物性T )) 東大物柿崎 ( lI､中村 (


性仰)､松 L( llL
il束人物性 I))

委任状 :8通 

4.配布賢料

･議事次第
 

I+: 8年度会計報告I lF
I成 1

･平成 18年度第一. [-匝停刊--会議事録

･物性研究所短押目粁究会 ｢高輝度軟X線放射光が

開 く物 賀科 学 の新 た な地 T l･7｣-これ まで の経

緯 一

･専用施設設置某行計画書

･サ ブグループ ･キ ックオフ ･ミーテ ィング議事

録 (光' .L{T･分光､軟 X糸侶 己光､光寵十顕微鏡 ､

軟 X線 イメー ジング､唱こ)T'川平分光)7J)

･サブグループ ･キ ックオフ ･ミーテ ィング PPT

フ ァイルプ リン トアウ ト (光電 了･分光､･炊X線

発光､光電子顕微鏡､軟X線 イメー ジング､噂

聞分解分光) 

5.報i･lI･議部 

Ii'成 1 いi 会議射録が碑記 されたOr･ 8年度第二担I用I

･柳f会計黍, F長よ り､平成 1L･i 8/F度会計報符があ

り､承認 された( , 

I)副 島放射光連携研究機構 長か ら機構の webpage

の紹介があ り､ さらに機構の これ までの活動が

服得 されたl〕

･J割伯放射 光連携研 究機構 長 と柿崎放射光連携研

究機構 ･物 ' FL科学部 門長によ り､東大 アウ トス

テー ション計画の現状 と､そのエ ン ドステー シ

ョン設置のための平成 ユ9年度概算要求に対す る

状況について詳細 に説明がなされたO

･東大 アウ トステー ション計画 における共同利用

イlJj 実際の夫験 テーマについて議論jl宅体制､及 び L

されたO 

(⊃エ ン ドステー シ ョンの各実験装 柾目ま､サ イエ ン

スのテーマ及び実験技術のい1J面 か ら優先順位 を.一

決めて設僅すべ きである(フ

○エ ン ドステー ションでは､概算要求 した以外 の

実験装牌 も設 置で きるようにすべ きである｡

○エ ン ドステー シ ョンにおける各装置の共同利用

は､公平 に行われるように して欲 しい｡ 

○利用者の ビームタイムのための旅費､宿泊費は､

現時点では東大の概算要求か ら賄 う予定である

ため､艮jg]展望では再検討が必要である｡

○ ビームラインにおける液体窒素使用 な どの経狸

をどこか ら捻 出す るか考 える必宴がある｡

･東大 アウ トステー ション計画について､各サブ

グループの現状報告がなされた｡ 

◇ ｢ナノビーム光′屯了･分光｣(尾嶋 (組頭) ) 

◇ ｢軟X線発光｣(辛 (原田) ) 

◇ ｢光電子顕微鏡｣ (辛 (奥 田) ) 

◇ ｢欣 X線 イメー ジング｣ (小野) 

◇ ｢時間分解軟 Ⅹ線分光｣ (松 田)

○各サ ブグループのサイエ ンステーマが､先駆的

かつ挑戦的 なので､東大アウ トステー ションビ

ー ムライ ンには汎用装 置 も用意すべ きであ る､

とい う意見が肘た｡

○長尺 ア ンジュ レー タ光その ものを利用 したサ イ

エ ンスが ないか､議論 された｡ 

011月～1 2月 にか けて､各サ ブ グルー プ及び本

ビームラインに合 う矢験 を行 っているj lrJ究者 に

よる京大 アウ トステー ションビームライン利用

のワークショップを開催す ることとする｡

･今後のVUV ･SX光源の展 開について講諭 され

た｡

･柿崎部門長 よ り､東京大学物性研究所の ｢極 限

コヒー レン ト光科学研究セ ンター計画｣ につい

ての現状報/缶･が なされた｡

･科 学研 究 費	 (特 定 領域 研 究 ) の 申請 を行 い､ 

SPig8 Fに ビーム ライ ンを建 設すrn-あるいは P
るとい う提案が なされたL,具体 的な提案 につ い

ては柿崎､大門両氏 に-任することに した｡

･尾嶋機構 長 よ り､2 009年 1月 9-12日に東京大

学本郷 キャンパ スで開催 される lj本放射光学会

年会 ･放射光科学令同 シンポ ジウムについての

報害があった｡ 
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VUV･SX高輝度光源利用者懇談会 総会 (2008年 1月)報告 
VU SI:7 JJ- ‖V･X.. , lL榔皮光源利川音懇談会l捕) 

'1 9 tV･ X:榔度光源利m都愁威会

総会過少録 た(

>I--戊1 年度 VT St; 装間の実験も行えるようにすることが報告され

1.日時 : 0年 1月1 日)22 4:0 E:価平成 2 3∩( 1:0-1 0 ○旭設 ･准偏のための人員のビームライン常L T.

2.立命館大学びわこキャンパス E会場 制が報告された｡

2名 委作状は3迫で総会は成立) ■J3.川席者 : 7 ( 6 ･柿崎明人放射光辿携研究機捕物賀科学部l '長よ

4.配布資料 り､建設を始めたビームラインの建設経過 ･性

｢高櫛比軟X線放射光が 研究i -

拓 く物質科学の新たな地平｣(平成 1JT' 心としたサブグループによる実験製 I rrJのイ

･物性研究所短期研究会 能について説明された｡また､若f･ ;を中

9/7月5日 L 日米策･･ 'l

～6日)予稿集 定等が行われていることが章腔iされ､以 Fの各

･ISSPワークショップ ｢東京大学アウ トステー テーマが紹介された｡


ション計画の実験設俳について｣ (平成 19年 12 ◇ナノビーム3次元分光解析実験


月8日)予稿娘 ◇時間分解分光
 

5.報告 .議事 ◇軟X範糾己光分光 

･議長に大門寛前会長 (奈良先端大)を選出した｡ ◇尤I電子顕微鏡 

･平地会長 (東大物性研)より､本懇談会の活動 ◇軟X線イメージング


のI F心であるアウ トステーション針山は, Yi ･ i'
) tA韻に 辛会長より､懇談会の今後のあり方､I k人アウ

進娘 しているが､アウ トステーションで行うべ トステーション計也の利用研究 ･運営について

きサイエンスや人員等の避常体制を明確にする の提案があり､以 卜のように議論された｡

ことが急務であることが､報告された｡ ○限られた予算の巾でよりF P･く人きな成果を得る

･柳 卜明会計委員長 KEK) より､会計報I j'が行 )( i-･ ことが次の展望につながる｡そa ため､ナノビ

われ承認されたO ーム 3 I1=甘分解分光を今 II次元分光解析実験や E!I- ll

iH,'正治放射光連携研究機構長より､機構の現

状について以下のとおり鰍;与された｡ テーマについても平成 2 0年蚊の槻算要求､学lノ､J

'成 1 = と/ 資金､外部資金等の様々な努力を行うc

･J rl占 の槻労要求でスター トさせ､さらに､他の研究

〇､ 1L 8J/F5JJ､物質科学部r "l 生命科学部門の 

2部門か らなる東京大学放射光連携研究機構が Oアンジュレータの水平偏光部をI I･戊2建設し､T 'l O

I)とJ設されたo 年度中にビームラインおよび分光光学系を整備

Ojli;2mアンジュレータが虻設r J し先端的物質科学研究を円滑にスター トさせるil.5 Fであり､今後

の利用について重点化が必要である｡アウトス ためには､放射光利用研究者のさらなる議.論と

テーションで行うべきサイエンスとしては､ナ 共同作業が不可欠であるo また､今後広く仝I l三I 
ノビーム 3次元分光解析実験､時1 7分解分光､ IJ同利用を推進 していく｡り j,･

軟X線発光分光を概算要求等で行うことが報告 任期満了により､今i :使末､会長 ･幹リ 選挙が･ T- i


された｡また､フリーポー トを作 り､持ち込み 行われることが辛会長より報' ---された.
.i,

P■■-ト1r′-■■-ヰb一∫F′FJlF■■lh1PJ′F一■■■■JI
.■′J-■F一 一qFF′′ 一′,1トト-rト′Fr′ノ■′r_F F′トF一一J′′′JFトJ′PF-F r ′PPJPr′-′r-トPト ′ FFP ′′FJ′′J,ー-r F ′F■■

′ヾ､一′ ′■′-j′′j′一′一一′一一･一一′､J-･-′--一1一′J- ､ 一-′- 一′一I′■-q′a一′′J- 一′一q′一.I Jl●J′J _Jメ一- _′I. 

VUV･SX高輝度光源利用者懇談会幹事会 (2008年 2月)報告 
VU･S り '源仙-J ,iV X高判射 t I者懇談会小麟J .

､ド成 柑年度 第 2回 VtTV･ SX高輝度光源利用者 I.日時 :平成 2 I金) 3:) ′:00年 2日8 F( L 〔0-t14

愁顔会幹事会議事録 2.会場 :東京大学物件研究所 6階 弟4会議室
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3.出席者(敬称略 ): JF.: (会長､束人物11'HL)r･)､ た. .-

1甘. Lit.'偲 ( KEK)､伊藤 ( KEIく)､尾幌 (束人)､ 小 野 0柿日射リl人東京大学放射光連携L i)l究機構物質科学

(KEK)､木下 (SPrillg-8)､木村 (分子イr)F)､入門 部r】■1良より､建設を始めたビームラインの建 設

(奈良先端大)､ E H-1瀬 (K】一･;K)､吉信 ( TJIL大物件付) 群週 ･性能について説明がなされた｡また､今

オブザーバー :柿崎 (収入物性研)､中村 (如人物 後広 く全回共同利用体制を推進 し､先端的物質

什研)､松 m(召上人物･rJl:研) 科学研究のさらなる発展に寄 I -7･したい意向が伝

委什状 :8適 えられた｡

4.配布資 料 ･l抑可読射録の承認

･議事次第 平成 19年度第--blVUV･S XJ':.-)'輝度光源利用者懇

･平成ユ9J'1:･度第二回幹1 7-会議事録 談会幹車会議 L抄録､平成 19年度総会議事録が承認

･平成 1 9年度総会議小録 された｡

5.報 告 ･議草 ･平成 20､2 1年度 会長 ･幹事選挙について

･東京大学放射光連携研究機構の現状､及びアウ 草 地会長 (東人物性研 )より､次期会長候補 と

トステーションの利用計画について して､吉信 淳氏 (東大物性研)が推薦 された｡

○尾嶋正治北京人草放射光連携研究機構長より､ また､選挙管理委員として小村典姓氏､松田 撮

機構及びアウ トステーション計lAil-のIIL状､今後 氏､ (以上､東大物性研 )､溝川公司氏 (東大新領

の利 J ll計両が亜吾 されたU機構においては､生 域)が推i Fjされ､承認された｡今後､次期会長 ･

命科学祁l ‖J長に l,,,.''1･.I:!i 近教授 (分 ′lJi)IL-)が新た 幹事選挙が､選挙管理委削 こより今年度末までに

に新作 したこと､ビームライン建 設 ･整備のた 執り行われる｡

めの人 L iの常胤体制が進んでいることが報告さ ･最後に辛会長より会長在籍 L_年間を振 り返って

れたO また､現在 25mアンジュレータが建設中 の挨拶が行われた｡ 

であ り､今後の利用の乱 立化について説明され

JFPト ′ ′ P■■FFFFPP JE r F F FPPFPJ■PJ′r■､ト-トト ､-トトト-ト-ト--′PF FFP,FF ト rFFFPPffJ FP Lト Pl ト■J′′′′■■■■■■■■∫∫:Jl､d′-､一′､Jlj′-j′一′一一′ - .こ■′一′-
P 

- ､d′ーJ - -.i′ti′､J■､i′勺′--･一′､一l一■一 ′-､- -- - .- - 一､一′-j′÷′÷′j′1′･-d′-1′j′.i′---j′J .j■l ■′.一′ 一′一′､ 

平成 18年度会計報告

平成1 8判 定会計委員長 柳下 明 (高エネルギ J Jll姓酬 悦 機構 物質構造研 究 所 )

骨 炎1 E会 計監査 宮 原 恒 量 ( Fi:′f･j8年J 市郎大学 東 京 ｣l 悦科)J . ll

科 l二] 収入金翻 l備 考

科-F 目 支l7日,1 N w ec 備r=桐 山版関係県 -4金触83 e sLLL 考 
3

り越繰前 牛皮よりし ⊥ .30.3.34 -
束広大' -')* ,;

会 議 費 242 会議用お茶.rN .5印刷 ('/i180
芋//'射光辿F -i 

.1 お瓜子代 ol 6.( 冊)f2 0
雑 収 入 468

引 .(38 銀行利. Q 適合 i3),11 ､ -Jir究磯柵l H)- j設シンポジウム)

ィ..J 他1 81.11.59 郵便､宅T会参加者､セミナ一言急便 馴′旅 ? ‡. 12∠0 搾llJ 描ー旅要78

平 務 局 韓 費 :_230 7;号.i.6 -1=政

紺 J.tI 局の交通敢

l 94令 .i 4..88 文房只-､銀行手数料
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平成 19年度会計報告 

-: 9 委L 明(' 物耶榊造I )tI,成1年度会石1･l長 柳下 ,.:;エネルギー加速馴 悦 擁椀 irtE仰I J

平成 19L渡 会 ..1lL.f 宮 原 恒 量 伯 附 く Pi l'I ･-朴 草加京 J 究科)':: 工科ロ'

科 [l 収入金酢 備

り越 し 938 考前繰 年 度より 4,

ll 支1川8令緋2 キックオフ .ミーティングお力 i子代科会 議 fFt 7.3 備 考ー l.'r
雑 収 入 1064,3 

, 772禁8無期研究会 誓 書 F "ri.究会,=桝七､′糊 ､i 会仇 裡1'/ f-(11 ;代､鮒: ′t 生アルバイ ト代

議会 LJ1 111,0002 7銀行利息5/短剃研

合 計 55, 班tl 08(94 郵イ 金1,0 896 懇親会 'Pt用究会 通旅 信 3I, 240.,5).05 キックオフ .ミーティング旅則 ‥ lL 禦 仲野会旅押 

l雑Ll子鹿局毎型 魚 368..2L小戯局の交通銀行 手数料､怨11440 文典､修理

475130 代､封苗印 A冊 t合 計 .

いよいよ今 編集後記

年度か ら東京大学アウ トステー ション ･物質科学 ビ

ー トしましたoームラインの建設が本格的にス タ

新光源が利川で来年度には世界嶺高性能の軟 Ⅹ線

胸をふ くらませ きるということで､今か ら期待に

ノビーム光電 てお ります(､私 も微力なが ら､ナ

子分光装置建設グループの一員として､放射光軟 X線分

野における最先端のサイエ ンス展開へ向けて尽力 して

た今回初めて本N いきたいと, Jとしいます｡ ま

当させて頂 き EWSLETTERの編集委員を担

発展へ向けて､､これか らの更なるコ ミュニテ ィの

皆様に情報をお伝えするお手伝いが山来ればと思います｡ご執

お忙 しいとこ 筆頂いた先生方には､

ろご協j J冶堀切~ 弘司 (編i tり稚うございましたo

4 L ;II.､ . こ番L )( 大ノ - 学院T iul ,) 学系

Aui〔入学Jk射光辿勝研究研究科糎i

～お願い～ -所属の変更 された方は､住所

号 ･E -Mal UV･･Te Sl J,F xiア ドレスを V X番 E 高輝度 a 番

用者懇談会事務局までお知 らせ ください｡ 光源利編

香山長 藤森 集委員名簿

L 淳 ((勅 L)′;1 割;k ･ け紺 )｣吉田鉄 平 東成人草大判堤(･ '粥 ;系付委 J -人二

人草大 ;f'院T _学 究411員 堀場 弘司 ( ;A EI'7- -))委 如l i E･･系研系研卿 ト 

〉〕〉･SX高輝度光源発行

利用者懇談会ニュースレター編集委員会

〒2 77-8581 千葉県ネ白市･ f白の嚢5 11-5
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TE輝度光源利用者懇談会事務局F L●00-471630AX - 3-46 

帖) - 12-


